
研 究 科 教 授 会 議 事 要 旨  

日   時  平成２９年７月２０日（木）１３時４０分～１５時３９分 

場   所    ユメンヌホール 

出 席 者   栗本研究科長 

赤井、入戸野、森川、篠原、釘原、佐藤、三好、臼井、綿村、青野、小林、

金澤、中野、山田、川端、吉川、牟田、ノース、山中、斉藤、辻、高谷、 

遠藤、中山、シュベントカー、白川、ズグスタ、福岡、中川、藤川、前迫、

藤岡、三宮、井村、老松、岡部、西森、野坂、佐々木、野村、近藤（博）、 

小野田、中澤、園山、高田、檜垣、稲場、志水、千葉、渥美、山本、澤村、

藤目、大谷、河森、中道、岡田、鈴木、バイサウス、安元の各教員 

（計６１名） 

欠 席 者  八十島、村上、森田、木村の各教員（計４名） 

海外渡航者等 足立、権藤の各教員（計２名） 

 〔議事に先立ち、前回（６月２９日）の議事要旨を確認した。〕 

                                    議  事 

（協議事項） 

１．研究科委員会の議決事項について 

本日開催の研究科委員会での議決事項について説明があり、審議の結果、これを承認し

た。 

２．リンネ大学との部局間学術交流協定の更新について 

資料１に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

３．行動生態学講座准教授の選考について（第２回）              

前回から継続審議の同講座教授候補者について、投票の結果、教授昇任を承認した。な

お、昇任年月日は平成 29 年 8 月 16 日を予定している旨、補足説明があった。

４．教育環境学講座教授の選考について（第２回）              

前回から継続審議の同講座教授候補者について、投票の結果、教授昇任を承認した。な

お、昇任年月日は平成 29 年 8 月 16 日を予定している旨、補足説明があった。

５．助教の再任審査について 

平成 30年 5 月 31 日に任期満了となる助教の任期更新について、審議の結果、任期更新

を承認した。 

６．教授会における教員人事審議のあり方について 

教授会での人事案件審議において、1回目の研究科教授会の後、質問や疑問が生じた教員

は、研究科長か選考委員長にお伝えいただきたい旨の提案があり、審議の結果、これを承

認した。なお、2回目の研究科教授会での質問を妨げるものではないこと、選考委員会が十

分な答弁ができずもう一度答弁する必要があると考えられる場合は、3回目を行う可能性も



ある旨補足説明があった。

７．人間行動学講座准教授選考委員会の設置について 

人間行動学講座准教授選考委員会を設置する旨説明があり、審議の結果、これを承認し

た。 

８．平成２９年度人間科学研究科兼任教員の委嘱について 

資料２に基づき、平成２９年度人間科学研究科兼任教員の申請があった旨説明があり、

審議の結果、これを承認した 

９．学内委員会委員の選出について                       
次のとおり選出する旨説明があり、審議の結果、これを承認した。 

職員集会所「さわらび」運営委員会委員 

１０．部内規程の改正について 

資料３に基づき、研究科長選考規程を改正する旨説明があり、審議の結果、これを承

認した。 

１１．その他 
な し 

（報告事項） 

１．海外渡航届システムの運用開始及び短期学生海外派遣プログラムにおける危機管理体制につ 

いて                            

資料４に基づき、危機管理体制の強化を図るため、学生の海外渡航に関する情報を一元化し、

有事の際の安否確認を迅速に行えるように大学全体で「海外渡航届システム」の運用が始まっ

た旨報告があり、今後は、公私に関わらず学生が海外渡航する場合は、渡航情報を登録するこ

とになるため、海外渡航する学生には必ず同システムにアクセスし、渡航情報をオンライン登

録するよう指導いただきたい旨説明があった。 

２．第２４回大阪大学学生生活調査について 

資料５に基づき、第２４回大阪大学学生生活調査の実施通知があった旨報告があり、各教員

に対し、授業などの場を利用して、学生に調査への協力を働きかけるよう要請があった。 

３．兼担教員の外国語学部科目負担義務の解除について 

平成30年4月から兼担教員の外国語学部学科目負担義務が解除されることとなった旨報

告があった。 

４．教職課程に係る留保ポストの要求について 

資料６に基づき、教職課程に係る留保ポストを要求したことについて報告があった。 

５．ヒューマン・サイエンス・プロジェクトの採択結果について 
資料７に基づき、ヒューマン・サイエンス・プロジェクトの採択結果について報告があ
った。 

６．各種委員会等報告について 

 各委員長・委員等から、21件の報告があった。
 [学内関係] 
 各委員等から順番に報告



（１）男女協働推進センター会議（7.5）
（２）吹田地区事業場安全衛生委員会（7.7）
（３）学生生活委員会（7.12）
（４）教育課程委員会（7.14）
（５）全学教育推進機構会議（7.14）
（６）教育研究評議会（7.19）
（７）部局長会議（7.19）
（８）適塾記念センター運営協議会（7.19）
（９）ダイバーシティ事業推進協議会（7.19）
（10）吹田地区事務長会（7.11）
（11）その他
[部内関係] 
 各委員等から順番に報告

（１）防災対策委員会(7.6) 
（２）部局安全衛生委員会（7.6）
（３）部局予算配分構想WG（7.10）
（４）教務委員会（7.13）
（５）教育国際化推進委員会（7.13）
（６）大学院入学資格判定委員会（7.13）
（７）運営会議（7.19）
（８）未来共創センター報告

（９）各室報告

（10）カリキュラム改革実施WG 
   追加資料に基づき、全学共通教育科目新カリキュラム【第二次案】説明会が開催されたこ

と、第一次案と第二次案との違い等について説明があった。また、語学教育に関して本研究

科からの要望が第二次案に反映されていない旨説明があり、今後個別に交渉を行うので、ご

意見がある方は連絡いただきたい旨発言があった。

７．奨学寄附金の受入れについて 

資料８に基づき 2件の報告があった。 

８．教員の海外渡航について 

資料９に基づき、２９件の報告があった。

９．その他                                                             
な し 

以上 


